
《お問い合わせ》
（ 担当：多田
)

SWALLOW INSIGHT

swallow.in0625@gmail.com

広島国際大学 教授
博士（医学）
Registered MBSImP
Clinician

福岡 達之

参加費・申込締切・見逃し配信参加費・申込締切・見逃し配信

QRコードまたは下記URL
よりお申込みください

“なんとなく”の評価を
根拠と自信のある評価に変える


“なんとなく”の評価を
根拠と自信のある評価に変える 

嚥下造影評価
実践講座
嚥下造影評価 実践講座 

日程・講座内容日程・講座内容

https://swallow-insight01.peatix.com

お申込み方法お申込み方法

　全5回シリーズ【オンライン】
※ 見逃し配信あり

10月31日（土）
嚥下造影検査の目的と評価の視点

19:00 -
20:30第1回

11月12日（木）
準備期・口腔期の評価の仕方

19:00 -
20:30

11月25日（水）
咽頭期・食道期の評価の仕方

19:00 -
20:30

12月11日（金）
症例動画を用いた演習（リアルタイムアンケート）

19:00 -
20:30

12月22日（火）
根拠のある評価から介入（訓練・食事支援）へ

19:00 -
20:30

講師

第2回

第3回

第4回

第5回

※10/27を過ぎてからのお申込みは
各講座よりお申込みください8,800 円 【申込締切】 10/27シリーズ受講

全5回

1講座 2,200 円 
【申込締切】
2027

1/27
※オンラインが終了している講座は  
 

見逃し配信でのご案内となります

全講座 2027

1/31 まで視聴可能見逃し配信

ごと



しかし、実際には…

講座概要

お申込みからの流れ
Step1

Step2

Step3

Step4

お申し込み
Peatixよりお申し込みください

参加用URLのご案内
各講座開催日の5日前をめどにPeatix
より参加用URLをご案内いたします

講座の開催
参加用URLからご参加ください

見逃し配信視聴用URLのご案内
各講座の終了後、5日以内をめどに
視聴用URLをPeatixよりご案内いたします

受講の流れ

受講メリット

こんな方におすすめ

「評価表は使っているけれど、なんとなく丸付けしている気がする…」

「本当にこの評価で良いのか自信がない…」

「残留や誤嚥は見れるけれど、なぜそうなるのか原因がわからない…」

「これまで評価の仕方をきちんと学んだことがない…」

嚥下造影評価  実践講座嚥下造影評価  実践講座
なんとなくの評価を、根拠と自信のある評価に変える

その嚥下造影（VF）、本当に正しく評価できていますか？

本講座は、そんな現状を変えるために企画された【全5回のシリーズ】です。実際のVF動画を豊富に使用しなが

ら、「何を見るのか」「どう評価するのか」そして「その評価をどう介入につなげるのか」を一歩進んだ視点から

徹底的に解説します。単なる知識の説明ではなく、「なぜその所見になるのか」 「どこを見れば病態（原因）が

分かるのか」
「その患者に必要な訓練・治療は何か」まで、臨床的視点で深く学びます。

そんな不安や疑問を抱えたまま、日々の嚥下臨床を続けていませんか？

VFの見方を体系的に学ぶ機会がほとんどない

所見と介入が結びつかない
先輩のやり方を見よう見まねで続けており、

　   根拠に自信がもてない

評価項目は知っていても、臨床で活かしきれ
 




ていない

VFに特化した専門書は少なく、教科書だけで
　  は十分とはいえない

VFは、単に残留や誤嚥の有無を確認するだけの検査ではありません。VF画像をどのように評価し、何を読み取
り、その結果を適切な訓練や食事支援へどう結びつけるのか。そこにVFの本当の価値があります。

講師紹介

福岡 達之（言語聴覚士・医学博士）

《お問い合わせ》 【 担当：多田
】SWALLOW INSIGHT swallow.in0625@gmail.com

VFの評価に自信がない、自分の評価が
　  合っているか不安な方

＜経歴＞
2002年 兵庫医科大学篠山病院リハビリテーション室
2013年 兵庫医科大学病院リハビリテーション部
2014年 兵庫医療大学大学院医療科学研究科修了
修士（医療科学）

2016年 広島国際大学総合リハビリテーション学部
准教授
2018年 兵庫医科大学大学院医学研究科修了
博士（医学）
2025年 広島国際大学総合リハビリテーション学部 教授
 











広島大学医学部 客員教授

＜役員・資格＞
日本嚥下医学会 評議員・認定嚥下相談員
日本摂食嚥下リハビリテーション学会 評議員・認定士
認定言語聴覚士（摂食・嚥下障害領域）
Registered MBSImP
Clinician

明日からの嚥下臨床で、VFを見ながら迷わず評価できるよ

うになる

実 践
力

食物の動態（残留・誤嚥）だけでなく、「嚥下器官の動き」

を正しく評価できるようになる

視点の変化 治療への展開
評価結果を、明日からの訓練計画や食事支援へ結びつけられる

ようになる

検査中に見るべきポイントが明確になり、所見を自信を持って

説明できるようになる

根拠と自信

一歩進んだ評価方法を知りたい方

VFの評価方法をきちんと学んだ経験が
　  ない、基礎から体系的に学びたい方

画像所見と介入のつながりを深く理解
　  したい方
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